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幹
事
会令

和
２
年
３
月
16
日(

金)

◆
協
議
事
項

(

１)

令
和
元
年
度
ま
ち
づ
く
り
助
成
金
実
績
報
告
書
に
つ

い
て

・
牧
自
治
振
興
会

防
犯
景
観
対
策
事
業
（
防
犯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
取
替
）

３
９
８
，
０
０
０
円

・
高
光
自
治
振
興
会

か
ん
た
ん
て
ん
と
Ｋ
Ａ
／
８
Ｗ
購
入

２
５
６
，
０
０
０
円

・
福
永
自
治
振
興
会

防
犯
景
観
対
策
事
業
（
防
犯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
取
替
）

５
１
６
，
０
０
０
円

実
績
報
告
書
を
提
出
。
助
成
金
支
払
い
が
承
認
さ
れ
た
。

(

２)

令
和
２
年
度
ま
ち
づ
く
り
助
成
金
申
請
継
続
事
業

・
「
ビ
ー
フ
天
国
」
申
請
に
つ
い
て

３
４
８
，
０
０
０
円

★

手
作
り
パ
ン
教
室

★

▽
日

時
：
令
和
2
年
５
月
27
日
（
水
）
～

全
８
回
教
室

毎
月

第
４
水
曜
日

13
時
～
16
時
ま
で

▽
定

員
：
先
着

10
名

（
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
）

▽
会

費
：
毎
回

１
，
０
０
０
円

▽
持
参
物
：
マ
ス
ク
・
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

筆
記
用
具
・
お
持
ち
帰
り
用
の
容
器

▽
内

容
：
何
を
作
る
か
は
当
日
の
お
楽
し
み
で
す
。

昨
年
度
協
力
し
て
作
っ
た
人
気
の
パ
ン
は
『
食

パ
ン
・
サ
マ
ー
フ
ォ
カ
ッ
チ
ャ
』
な
ど
で
し
た
。

参
加
者
募
集
の
お
知
ら
せ

(

１)

神
石
協
働
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
神
石
高
原
町
の
条

例
に
基
づ
き
、
地
域
内
の
団
体
等
が
自
ら
行
う
事
業

に
対
し
て
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
助
成
金
」
の

申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

（
イ
ベ
ン
ト
は
３
月
25
日
付
で
、
中
止
が
決
定
。
）

(

３)

神
石
協
働
支
援
セ
ン
タ
ー
長
選
任
に
つ
い
て

・
幹
事
会
で
協
議
の
結
果
、
令
和
2
年
度
神
石
協
働
支

援
セ
ン
タ
ー
長
は
、
幹
事
8
名
全
員
の
挙
手
に
よ
り

現
山
内
セ
ン
タ
ー
長
が
選
任
さ
れ
た
。

な
お
、
当
日
は
傍
聴
席
を
設
け
ま
す
の
で
、
傍
聴
希
望
の
方

は
19
時
の
総
会
開
始
ま
で
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

令
和
2
年
度
ま
ち
づ
く
り
事
業

助
成
金
申
請
書
受
付
中

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
た
め
、
延
期
・
中
止
の

場
合
も
あ
り
ま
す
。

１
．
助
成
対
象
者

①
地
区
内
の
公
共
的
団
体(

自
治
振
興
会
を
含
む)

②
地
区
内
で
活
動
を
行
う
任
意
団
体
、
組
織

③
そ
の
他
、
幹
事
会
が
必
要
と
認
め
る
団
体

２
．
助
成
対
象
事
業

①
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
育
成
事
業

・
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
、
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
作
成

・
伝
統
、
文
化
継
承
活
動

・
地
域
イ
ベ
ン
ト

・
地
域
づ
く
り
な
ど
の
研
修
会
、
学
習
会

②
地
域
資
源
活
用
事
業

・
公
園
の
整
理

・
文
化
財
、
史
跡
な
ど
の
保
存
、
活
用
に
係
る
整
備

・
空
き
家
の
再
生
な
ど

③
防
犯
景
観
対
策
事
業

・
地
域
ぐ
る
み
で
行
う
街
路
灯

・
環
境
に
配
慮
し
た
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

・
防
犯
灯
の
設
置
、
取
替
な
ど

④
そ
の
他
、
特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
事
業

申
請
書
提
出
期
限
：

令
和
2
年
4
月
30
日
（
木
）

令
和
２
年
度
神
石
協
働
支
援
セ
ン
タ
ー
通
常
総
会
を
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。

日

時
：
令
和
2
年
4
月
30
日
（
木
）
19
時
～

場

所
：
総
合
交
流
セ
ン
タ
ー
じ
ん
せ
き
の
里

多
目
的
ホ
ー
ル

通
常
総
会
開
催
の
お
知
ら
せ

★

気
功
教
室

★

▽
日

時
：
令
和
2
年
6
月
2
日
（
火
）
～

全
6
回
教
室

毎
月

第
１
火
曜
日
・
第
３
水
曜
日

13
時
30
分
～
15
時
30
分
ま
で

▽
会

費
：
毎
回

５
０
０
円

▽
持
参
物
：
タ
オ
ル
・
お
飲
み
物

▽
内

容
：
み
ん
な
と
話
を
し
な
が
ら
、
肩
や
腰
な
ど
の

心
身
を
軽
く
し
た
い
方
に
向
い
て
い
ま
す
。



〔楽しいアート教室〕
２月８日（土）

★ ☆ ★ ☆ ★ ☆ ★

今回のテーマは「ひなまつり」とい
うことで、８名の児童たちは、先生の
お手本や指導をもとに和柄の折り紙や
持参していた絵の具を使って、お雛様
とお内裏様を作りました。
扇や笏は金色の折り紙を、本物の木

の小枝は額縁に、着物は「十二単」に
見えるよう少し工夫をしました。
先生が「自分の好きなように作って

ね」と言うと、児童達は「え～無理無
理」と言っていましたが、最終的にど
の作品も素晴らしいものになりました。

〔チャレンジ・イングリッシュ〕
２月２２日（土）

★ ☆ ★ ☆ ★ ☆ ★

９名の児童たちは、前回の復習も
兼ねて動物の絵が描かれているカー
ドを見ながら動物の名前を積極的に
答えていました。
また「０・１０・２０・３０・５
０・１００」と
≪０（ゼロ）≫がつく英語の発音を
楽しく遊びながら学びました。

ま
ず
は
、
「
と
ら
い
や
る
21
」
に

参
加
さ
れ
て
い
た
６
年
生
の
皆
さ
ん

ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
各
教
室
の
先
生
方
に
も
大

変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

３
月
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
「
と
ら
い
や
る

21
」
す
べ
て
の
教
室
が
中
止
と
な
り

ま
し
た
。

こ
の
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
に
児
童
た

ち
の
学
ぶ
姿
を
報
告
す
る
こ
と
が
で

き
ず
、
と
て
も
残
念
で
す
。

で
す
が
、
先
生
達
も
心
を
新
た
に

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
の
で

今
年
度
も
「
と
ら
い
や
る
21
」
を
楽

し
み
に
し
て
い
て
下
さ
い
。

〔お花しましょう〕
２月１５日（土）

★ ☆ ★ ☆ ★ ☆ ★

１１名の児童たちが使用したお
花は、カーネーション・スプレー
カーネーション・ヒバ・シダレヤ
ナギ・スカシユリ・もち花でした。
先に先生がお手本を見せ「花と
向かい合うようにお雛様をイメー
ジして生けてください」と言われ
た児童たちは、好きな色のもち花
を、迷いながらも上手にくっつけ
ていました。

３
月
５
日
（
木
）
に
、
総
合
交
流
セ
ン
タ
ー
じ

ん
せ
き
の
里
ロ
ビ
ー
「
カ
フ
ェ
結
々
」
で
「
か
ん

た
ん
ス
マ
ホ
講
座
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
お
試
し
と
い
う
形
で
、
神
石
協
働
支

援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
で
対
応
し
ま
し
た
。

参
加
者
の
方
々
が
普
段
使
い
で
困
っ
て
い
る
こ

と
、
使
い
こ
な
し
た
い
け
れ
ど
わ
か
ら
な
か
っ
た

箇
所
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
（
ラ
イ
ン
）
電
話
の
か
け
方
、

撮
っ
た
写
真
に
文
字
を
書
き
込
む
や
り
方
な
ど
を

勉
強
し
ま
し
た
。

ま
た
、
2
月
に
行
わ
れ
た
「
初
心
者
ス
マ
ホ
教

室
」
に
て
勉
強
し
た
方
々
が
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

の
友
達
削
除
の
仕
方
や
ア
プ
リ
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

の
仕
方
、
地
元
の
天
気
の
設
定
方
法
な
ど
の
復
習

を
し
に
来
ら
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
最
後
に
、
ア

ン
ケ
ー
ト
を
書
い
て
い

た
だ
い
た
と
こ
ろ
「
ま

だ
ま
だ
知
り
た
い
事
が

い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
」

「
復
習
材
料
を
た
め
て

お
き
ま
す
」
な
ど
の
意

欲
的
な
感
想
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

か
ん
た
ん

ス
マ
ホ
講
座

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
来
年
度
も
多
く
の
方
に

お
越
し
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で

次
回
開
催
予
定
の
「
ス
マ
ホ
講
座
」
を
、
今
し
ば

ら
く
お
待
ち
く
だ
さ
い
。


